
最近，インドカレー作りにはまっ
ています．教材はYouTube．鷹の

爪，カルダモン，コリアンダーシード，クローブ，ガラム
マサラ，クミン，ターメリックなど基本スパイスは押さえ
ているので，それらしい味にはなるものの，味に何かが足
りない．甘み・塩加減・コク・辛み・苦味・風味などの複
数のパラメータが複雑に絡み合っており，味も経時変化す
るので何が足りていないのかの特定が難しい．「これか
な？」と思って１つのスパイスを加えすぎると，一気にバ
ランスが崩れて初期状態には戻れない．味に再現性がな
い．なんだか研究みたいだな，と思いながらコロナ禍のお
うち時間を楽しんでいます．
２０２０年から２年間の編集委員と２０２１年からの発行幹事の
任期が終わりました．不慣れな点が多く，ご迷惑をおかけ
してしまいましたが，皆様に支えられながら，何とか終わ
らせることができました．この場をお借りして，編集委員
と学会事務局の皆様に厚く御礼申し上げます．企画記事の
提案，フォトイラストコンテストと SNSを使った情報発
信，会員の声から生まれた核融合ベンチャー座談会など，
エキサイティングな企画に関わることができました．自ら
の勉強不足と，冒頭のインドカレーのように多様な，プラ
ズマ・核融合学会の研究領域の広さや深さを再認識する機
会となりました．
結局この２年間，一度も名古屋に行く機会がなく，すべ
てオンライン開催となってしまったことは非常に残念です
が，少しずつもとの生活が戻り，再び学会等で皆様にお会
いできることを楽しみにしています． （向井啓祐）

プラ核学会の企画幹事を２年間務めさせていただきまし
た．この類の仕事に最もふさわしくないと思われる私にこ
のような大役を割り当てられた当時の編集委員会の幹事の
皆様の勇気に，改めて感嘆するとともに，このような貴重
な機会をいただいたことに感謝申し上げます．できるだけ
期待を裏切らないようにという気持ちと，しかし生来のず
ぼらな性格との間で折り合いを付けながら，何とか２年間
終わることができたのは，ひとえに皆様の“大人な”フォ
ローがあったからに他なりません．北澤さんに毎回，私の
前髪についてコメントしていただいたこともよい思い出で
す．
最初の１年は副幹事として正幹事の小林真さんに見習い
としてついていきました．１年が過ぎて，いざ自分が正幹
事となり，準備ができていないことに気付きましたが，時
すでに遅しで，そのままのぎこちない司会で発進せざるを
得ませんでした．毎回，編集委員会が始まると，明らかに
不自然な空気に脂汗がでることもありましたが，幸い
Zoomなので誰にも気づかれず平静を装いました．そのう
ち，回を重ねるうちに段々と図々しくなってきて，すこし
は場当たり的に相槌ができるようになったことは，私に
とってささやかな喜びでした．編集委員の皆様，北澤さん，
そして幹事の皆様，２年間本当にありがとうございまし
た．とても貴重な２年間でした．また機会があればご一緒
させていただければ幸いです．それでは，そろそろ床屋に
行って前髪を整えてきます． （小林政弘）
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